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私
は
、
地
域
の
元
気
の
源
は
、
産
業
の
活

性
化
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
、
有
効
な
戦
略
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
み
ん
な
で
頑
張
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
、
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
を
知
る
市

民
や
地
元
企
業
、
そ
し
て
新
し
い
活
動
団
体

で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
皆
さ
ん
と
市
が
相
互

連
携
し
、
地
域
の
持
つ
恵
ま
れ
た
資
源
や
知

恵
を
生
か
し
て
、
新
し
い
地
域
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
経
済
的
に

も
自
立
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
施
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
市
は
、

首
都
近
郊
と
し
て
の
地
理
的
条
件
や
豊
か
な

自
然
環
境
、
そ
し
て
果
樹
産
地
と
し
て
の
優

位
性
を
有
し
て
お
り
、
都
市
と
の
交
流
・
連

携
を
通
じ
て
共
生
を
目
指
す
こ
と
も
ひ
と
つ

の
選
択
肢
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
豊
か
な
自
然
か

2
健
や
か･

安
心
・

思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り

◎
や
ま
ゆ
り
館
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
に
よ
る
地
域
福
祉

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
＝
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
あ
わ
せ
、
安
心
し
て
各
種
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
す
。

◎
保
健
予
防
＝
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
を

対
象
に
、
特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導

を
実
施
し
ま
す
。
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
対
象
者
を
拡
充
し
ま
す
。

◎
高
齢
者
福
祉
＝
元
気
な
高
齢
者
の
支
援
と

と
も
に
、
介
護
保
険
の
給
付
や
地
域
支
援
事

業
な
ど
の
総
合
的
な
高
齢
者
施
策
を
実
施
し

ま
す
。

◎
３
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
＝
中
学

生
や
高
齢
者
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。

◎
障
害
者
福
祉
＝
自
立
支
援
給
付
の
実
施
と

と
も
に
、
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
在

宅
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
支
援
し
ま

す
。

◎
次
世
代
の
育
成
支
援
＝
不
妊
治
療
費
助
成

を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
妊
婦
健
診
に

対
す
る
市
の
助
成
の
回
数
を
２
回
か
ら
５
回

へ
増
や
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
、
母
子
父
子
家
庭
、
妊
産
婦
な
ど

の
外
来
自
己
負
担
金
の
助
成
を
継
続
し
て
行

う
ほ
か
、
児
童
手
当
や
子
育
て
奨
励
金
も
、

引
き
続
き
支
給
し
ま
す
。

　

特
に
需
要
の
多
い
大
塚
児
童
館
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
小
学
校
２
年
生
と
３
年

生
を
対
象
と
し
、
１
年
生
は
新
た
に
下
稲
吉

小
学
校
の
教
室
を
活
用
し
て
開
設
し
ま
す
。

◎
霞
ヶ
浦
地
区
の
統
合
保
育
所
整
備
＝
民
間

活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
公
募
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
民
間
事
業
者
の
保
育
施
設
建
設
に

対
し
、
交
付
金
制
度
を
活
用
し
た
助
成
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
平
成
21
年
４
月
の
開
所
を

目
指
し
ま
す
。

3
豊
か
な
学
び
と

創
造
の
ま
ち
づ
く
り

◎
学
校
教
育
＝
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

（
複
数
の
教
師
に
よ
る
指
導
）非
常
勤
講
師
や

英
語
指
導
助
手
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

◎
学
校
図
書
室
運
営
＝
各
中
学
校
の
図
書
室

へ
司
書
な
ど
を
新
た
に
配
置
し
ま
す
。

◎
相
談
事
業
＝
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
児
童
生
徒
の
悩
み
の
解
決
や
保
護
者
の

教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◎
少
年
の
つ
ば
さ
＝
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

◎
校
舎
な
ど
の
耐
震
化
＝
実
施
に
向
け
た
計

画
づ
く
り
と
併
せ
、
財
源
を
確
保
す
べ
く
、

基
金
制
度
の
創
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
証
し
、
対
応
し
ま
す
。

◎
統
廃
合
＝
国
や
県
の
動
き
を
見
な
が
ら
、

ら
生
み
出
さ
れ
る
農
水
産
物
、
地
の
利
、
歴

史
、
文
化
な
ど
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用

し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
多
様
な
考
え
を
集

約
し
、
地
域
主
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
の
、
市
民
協
働
の
ス
タ
ー
ト
の
年

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
像
で
あ
る「
き
ら

き
ら 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い
育
む

 

豊
か
な
め
ぐ
み
野
」の
実
現
に

向
け
て
、
総
合
計
画
に
位
置

付
け
る
５
つ
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

1
自
然
と
調
和
し
た

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

◎
ご
み
対
策
＝
減
量
化
に
向
け
た
意
識
の
啓

発
な
ど
を
ね
ら
い
に
、
新
治
地
方
広
域
事
務

組
合
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬

入
ご
み
を
す
べ
て
有
料
と
す
る
な
ど
、
一
層

の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
ま
す
。

◎
石
岡
地
方
斎
場
組
合
の
火
葬
場
移
転
＝
石
岡

市
、
小
美
玉
市
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◎
市
道
幹
線
＝
㋕
２
６
４
４
号
線（
深
谷
大

和
田
バ
イ
パ
ス
）㋠
55
号
線（
粟
田
橋
）の
平

成
20
年
度
内
完
成
、
㋠
６
号
線（
新
治
橋
）の

平
成
22
年
度
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
＝
神
立
駅
、
各
地

区
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
の
見
直
し
を
行

い
、４
月
か
ら
新
た
な
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

◎
都
市
計
画
道
路
神
立
停
車
場
線
＝
千
代
田

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
入
口
か
ら
都
市
計
画

道
路
木
田
余
神
立
線
の
間
の
２
２
０
メ
ー
ト

ル
の
区
間
を
、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

に
よ
り
整
備
を
進
め
、「
に
ぎ
わ
い
」の
あ
る

市
街
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◎
神
立
駅
西
口
地
区
整
備
＝
土
浦
市
、
県
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、方
向
付
け
を
し
ま
す
。

◎
防
災
・
救
急
＝
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）を
、
あ
じ
さ
い
館
、
保
育
所
、
児
童

�
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地
域
�
元
気
�
産
業
�
�

�
�

�
市
民
協
働
�
�
�
�
�
�
�
�
発
進
�

館
へ
引
き
続
き
設
置
し
ま
す
。

◎
常
備
消
防
＝
県
の
広
域
化
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
安
全
確
保
、
効
率
性
な
ど
を
考
慮

し
、
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
加
入
協
議
を
進
め

ま
す
。

◎
百
里
基
地
で
の
日
米
共
同
訓
練
＝
騒
音
の

可
能
な
限
り
の
軽
減
と
安
全
の
確
保
を
、
県

や
関
係
市
町
と
連
携
し
強
く
要
請
し
ま
す
。

ま
た
、
再
編
交
付
金
を
活
用
し
、
対
象
地
域

の
生
活
面
の
向
上
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
水
道
事
業
＝
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
が

で
き
る
よ
う
、
浄
・
配
水
場
の
統
廃
合
を
含

め
た
全
体
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
　

　

1
の
主
要
事
業

△
石
岡
地
方
斎
場
組
合
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
１
，
４
７
２
万
円

△
幹
線
市
道（
㋕
２
６
４
４
号
線
）整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
３
億
８
，
２
８
５
万
円

△
幹
線
市
道（
㋠
55
号
線
）整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
６
，
８
３
０
万
円

△
幹
線
市
道（
㋠
６
号
線
）整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
１
億
３
，
２
２
０
万
円

△
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
１
，
８
７
１
万
円

△
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
６
５
７
万
円

△
都
市
計
画
道
路
神
立
停
車
場
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
８
，
０
９
７
万
円

△
防
災
訓
練
事
業
…
…
…
…
１
０
０
万
円

△
福
祉
施
設
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
１
０
１
万
円

△
上
水
道
浄
・
配
水
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
３
，
５
０
０
万
円

　
　

　

2
の
主
要
事
業

△
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　
　
　

…
…
３
億
３
，
８
５
２
万
円

△
特
定
健
康
診
査
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
２
，
５
７
２
万
円

△
３
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
６
２
万
円

△
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
４
，
３
４
１
万
円

△
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
２
，
３
４
３
万
円

△
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
４
，
０
６
４
万
円

施政方針と予算集
特

△
統
合
保
育
所
整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
１
億
９
，
２
９
１
万
円

霞ヶ浦地区の保育所では
平成 21年度から民間運営を予定

市内の小中学校で英語指導助手を
採用した授業を展開

きらきら　いきいき

　ふれあい育む

　　豊かなめぐみ野

対面交通に架け替えられた粟田橋

施
政
方
針
�
予
算
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学
校
の
将
来
の
方
向
性
な
ど
を
見
据
え
、
学

区
審
議
会
な
ど
各
方
面
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
志
筑
小
学
校
の
移
転
整
備
＝
平
成
23
年
４

月
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

◎
生
涯
学
習
＝
各
種
講
座
の
開
催
と
と
も
に

引
き
続
き
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

運
営
を
支
援
し
ま
す
。

◎
国
民
文
化
祭
＝
今
年
11
月
に
、
茨
城
県
内

で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大
の
文
化
・
芸
術
の

祭
典「
国
民
文
化
祭
」に
は
、
七
色
の
帆
引
き

船
の
合
同
操
業
を
は
じ
め
帆
引
き
船
と
霞
ヶ

浦
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、郷
土
資
料
館
に
お
い
て
特
別
展「
帆

引
き
船
と
坂
本
九
」を
開
催
し
、
市
と
著
名

人
と
の
関
わ
り
な
ど
の
情
報
を
全
国
に
発
信

し
ま
す
。

◎
図
書
情
報
シ
ス
テ
ム
＝
市
立
図
書
館
の
図

書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
・
予
約
が

可
能
に
な
る
た
め
、
有
効
利
用
が
図
れ
る
よ

う
普
及
推
進
に
努
め
ま
す
。

4
活
力
あ
る

産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

◎
美
味
多
彩「
湖
山
の
宝
」発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
＝
市
内
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
活
用
な

ど
、
地
域
の
振
興
に
向
け
た
研
究
を
進
め
、

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◎
食
の
安
全
・
安
心
対
策
＝
生
産
者
団
体
が

実
施
す
る
残
留
農
薬
検
査
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
果
樹
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
化
学
農

薬
を
低
減
す
る
生
産
方
法
に
よ
り
、
害
虫
の

発
生
を
抑
え
る
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◎
水
田
経
営
＝
米
の
需
給
の
新
制
度
導
入
と

と
も
に
、
農
協
と
一
体
と
な
っ
て
、
そ
ば
・

大
豆
・
麦
・
飼
料
作
物
な
ど
の
団
地
化
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
新
作
物
を
推
進
し
、
前

向
き
な
担
い
手
を
育
成
・
支
援
し
ま
す
。

◎
水
産
支
援
＝
水
産
資
源
の
確
保
と
水
産
加

工
品
の
消
費
拡
大
に
よ
り
、
漁
業
経
営
の
安

定
を
図
る
と
と
も
に
、
県
と
連
携
し
て
網
い

◎
市
民
協
働
＝
市
民
懇
談
会
や
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
を
開
催
し
、
幅
広
く
市
民
の
声
を
行

政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◎
男
女
共
同
参
画
＝
計
画
に
基
づ
き
、
男
女

が
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎
霞
ヶ
浦
庁
舎
移
転
＝
事
業
内
容
の
精
査
を

行
い
、平
成
22
年
４
月
開
所
を
目
指
し
ま
す
。

◎
指
定
管
理
者
制
度
＝
平
成
20
年
度
か
ら
、

水
族
館
な
ど
３
カ
所
に
導
入
し
ま
す
。

◎
財
政
運
営
＝
中
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
収

納
率
の
向
上
を
図
り
、
歳
入
を
確
保
し
徹
底

し
た
歳
出
改
革
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
合
併

特
例
債
活
用
事
業
や
大
規
模
建
設
事
業
な
ど

に
つ
い
て
、
長
期
財
政
見
込
を
踏
ま
え
た
見

直
し
を
進
め
ま
す
。

◎
特
別
会
計
＝
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集

落
排
水
事
業
に
お
い
て
、
公
的
資
金
補
償
免

除
繰
上
償
還
制
度
を
活
用
し
た
借
り
換
え
に

よ
り
、
償
還
金
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

【
施
政
方
針
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
課　

☎
内
線
１
５
６
４

け
す
養
殖
業
の
再
編
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
消
費
者
支
援
＝
住
民
か
ら
相
談
を
受
け
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

◎
観
光
交
流
＝
広
域
観
光
と
連
携
し
、「
湖

山
の
宝
め
ぐ
り
」と
し
て
、
市
内
の
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
て
新
た
な
体
験
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
農
業
、
観
光
業
、
商
業

の
相
乗
的
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

◎
か
す
み
が
う
ら
祭
・
あ
ゆ
み
祭
り
＝
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
や
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

5
み
ん
な
で
つ
く
る

連
携
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

　

3
の
主
要
事
業

△
学
校
図
書
室
運
営
事
業
…
９
７
８
万
円

△
中
学
生
海
外
派
遣
事
業「
少
年
の
つ
ば
さ
」

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
８
５
０
万
円

△
志
筑
小
学
校
移
転
整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
９
，
６
８
１
万
円

△
国
民
文
化
祭
事
業
…
…
…
１
９
２
万
円

△
図
書
館
図
書
シ
ス
テ
ム
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
４
９
６
万
円

　
　
　

4
の
主
要
事
業

△
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
対
策
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
１
７
６
万
円

△
食
の
安
全･

安
心
対
策
事
業
…
５
０
万
円

△
消
費
者
支
援
事
業
…
…
…
２
６
６
万
円

△
観
光
交
流
推
進
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
１
，
０
５
７
万
円

△
か
す
み
が
う
ら
祭
事
業
…
９
７
９
万
円

　
　

　

5
の
主
要
事
業

△
市
民
協
働
推
進
事
業
…
…
…
２
０
万
円

△
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
５
０
０
万
円

△
地
域
集
会
施
設
整
備
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
６
６
８
万
円

△
水
族
館
管
理
運
営
事
業（
指
定
管
理
者
制
度
）

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
７
６
５
万
円

△
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
事
業

　
　
　
　
　

…
…
５
億
３
，
２
９
３
万
円

※ 各項目の割合は小数点第2位を四捨五入したもの。

20年度一般会計 140億6,000万円

施政方針と予算集
特

特別会計  97億170万円

5.9%減

12.2%減

「市民と協働のまちづくり」
の第一歩となる市民懇談会

民生費
41億1,574万円
29.3％

総務費
22億2,841万円
15.9％

土木費　20億4,113万円
14.5％

公債費
15億2,312万6千円
10.8％

衛生費
11億6,836万2千円
8.3％

教育費
12億990万6千円
8.6％

消防費
7億4,604万2千円
5.3％

農林水産業費
 6億4,186万3千円
4.6％ その他　3億8,542万1千円

2.7％

140億6,000万円

人件費
40億6,673万3千円
28.9%

扶助費
15億6,838万7千円
11.2%

公債費
15億3,822万6千円
10.9%

普通建設事業費
17億8,606万5千円
12.7%

繰出金
16億3,042万5千円   11.6%

物件費
15億5,984万9千円   11.1%

補助費など
14億5,758万5千円   10.4%

その他
4億5,272万8千円   3.2%

災害復旧費 2千円
0%

140億6,000万円

「湖山の宝」発掘プロジェクトの一環で
行われた「食発見コンテスト」

科 　 目 説　　明

市 税 市民税・固定資産税などの税金

繰 越 金 昨年度の予算収支から繰り越されたお金

繰 入 金 市の貯金などから繰り入れたお金

その他の

自主財源

分担金・負担金、諸収入、使用料・

手数料、財産収入、寄附金など

地 方

交 付 税

自治体の財政力に応じて交付さ

れるお金

市 債 建設事業などのための長期借入金

国 庫

支 出 金

国が市に対して、使途を特定し交

付する補助金など

県支出金
茨城県が市に対して、使途を特定し

交付する補助金など

その他の

依存財源

地方消費税交付金、地方譲与税、

ゴルフ場利用税交付金、自動車取

得税交付金、地方特例交付金など

歳入一般
会計

市税
53億4,432万5千円
38.0％

地方交付税
35億円
24.9％

市債
14億4,280万円
10.3％

国庫支出金
10億639万3千円
7.2％

県支出金
7億1,004万9千円
5.1％

その他の依存財源
10億 3,833 万 4千円
7.3％

その他の自主財源
4億 4,637 万 9千円
3.2％

繰越金　3億円
2.1％

繰入金
2億7,172万円
1.9％

140億6,000万円

自主財源 45.2%
依存財源 54.8%

歳出一般
会計

義務的経費  51.0%
投資的経費  12.7%
その他の経費  36.3%

科 　 目 説　　明

民 生 費
高齢者、障害者、児童福祉、生活保

護者などのためのお金

総 務 費
全般的な管理事務、企画調整事務、

税務、戸籍、選挙などに使うお金

土 木 費
道路、河川、街路、公園などの

維持管理、整備のためのお金

公 債 費 市債の返済のためのお金

教 育 費
小・中学校、生涯学習、文化、芸

術などのためのお金

衛 生 費
市民の健康管理、ゴミ処理など

のためのお金

消 防 費 消防活動のためのお金

農林水産業費
農業・林業・水産業に対する支

援のためのお金

そ の 他 商工業の振興や議会のためのお金

性質別歳出

科 　 目 説　　明

人 件 費
議会議員の報酬や職員の給与、勤

労の対価として支払われるお金

扶 助 費
生活保護や高齢者、障害者、児童対

策などの社会保障に使われるお金

公 債 費 地方債の元金や利子に使われるお金

普通建設

事 業 費

道路の新設・改良、学校や庁舎

などの建設のためのお金
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特

別

会

計

会　計　名 予　算　額 前年度比（%）

国 民 健 康 保 険 46億 9,293万 2千円 9.2

老 人 保 健 2億 8,067万 8千円 ▲ 91.3

後期高齢者医療 5億 3,994 万 2千円 新規

下 水 道 事 業 14億 9,247万 9千円 47.4

農業集落排水事業 4億 3,198 万 3千円 20.8

介 護 保 険 22億 5,812万 1千円 5.2

土 地 取 得 556万 5千円 ▲ 71.2

合　　計 97億 170万円 ▲ 12.2

企

業

会

計

会 計 名 予　算　額 前年度比（%）

水

道

事

業

収益的
収　支

収入 10億 7,575万 2千円 ▲ 2.9

支出 10億 7,572万 3千円 ▲ 2.8

資本的
収　支

収入 1億 7,240 万円 34.4

支出 4億 9,270 万 6千円 7.0

※資本的収支の不足額 3億 2,030 万 6 千円は、
過年度分損益勘定留保資金で補てん

企　業　会　計 特　別　会　計

特定の事業を行う場合に、一般会計と区分し経理
する会計です。

民間企業における会計と同じで、事業の収益で支
出を賄う独立採算制の会計です。

　

市
で
は
、
市
の
施
設
で
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
節
減
を
図

る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昨
年
９
月
に
指
定
管
理
者
の
公
募
と

そ
の
選
定
を
行
っ
た
結
果
、
水
族
館

に
は
㈱
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ
を
、
生
産
物
直
売

所（
歩
崎
・
新
生
）に
は
、
公
募
に
よ
ら

指
定
管
理
者
�
�
�

管
理
運
営
�
開
始

ー
行
政
相
談
週
間（
５
月
20
日
〜
25
日
）ー

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
っ
て

い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
と
き
、
行
政

相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
声
を
行
政
に
お
届
け
し
ま
す
。

相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

◆
開
設
日
＝
５
月
20
日（
火
）

◆
場
所
・
時
間
＝
当
市
の
、
２
人
の

行
政
相
談
員
が
、
次
の
と
お
り
行
政

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相

談
員
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
員
�
相
談
�

《
船
串
節
夫
相
談
員
》

　

●
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
半　

　
　

千
代
田
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室

　

●
午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時

　
　

働
く
女
性
の
家
２
階
相
談
室

自
宅
☎
０
２
９-

８
３
１
‐
６
６
６
５

《
小
松
﨑
正
衛
相
談
員
》　

　

●
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　

あ
じ
さ
い
館
研
修
室
２

自
宅
☎
０
２
９-

８
９
６-

０
２
８
３

問
広
聴
広
報
課　

☎
内
線
１
１
５
２

　

３
月
下
旬
に
配
布
し
た「
国
民
健

康
保
険
の
税
率
改
正
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
」の
裏
面「
平
成
20
年
４
月
か

ら
制
度
改
正
」の
説
明
で
、「
現
在
」

と「
20
年
後
以
降
」と
あ
る
の
は
、
正

し
く
は
、「
20
年
度
以
降
」で
す
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
�
�
詫
�

　

母
子
家
庭
な
ど
の
就
労
支
援
対
策

の
一
助
と
し
て
、
自
立
促
進
を
図
る

た
め
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
受
講
期
間
＝
６
月
29
日
〜
11
月
30

日（
延
日
数
22
日
／
１
３
０
時
間
）

◆
時
間
＝
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半

◆
講
義
と
実
技
＝
土
・
日
曜
日
の
18

日
間
、
他
施
設
実
習
＝
平
日
４
日
間

◆
会
場
＝
県
立
母
子
の
家　

母
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

�
訪
問
介
護
員
�
級
課

程
講
習
会
�
�
開
催

◆
対
象
者
＝
申
込
者
は
全
日
程
出
席

で
き
る
方
で
母
子
家
庭
や
寡
婦
と
な

っ
て
７
年
以
内
の
方

◆
募
集
人
数
＝
30
人（
申
込
多
数
の

場
合
は
、
母
子
家
庭
を
優
先
）

◆
申
込
方
法
＝
５
月
25
日（
日
）ま
で

に
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
託
児
所
有
り（
２
歳
児
以
上
）

申
問
〒
３
１
０-

０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11-

52

県
立
母
子
の
家  

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
９-

２
２
１
‐
８
４
９
７

FAX

０
２
９-

２
２
１-

８
６
１
８

問
子
ど
も
福
祉
課
☎
内
線
１
１
７
１

な
い
選
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
指
定
管

理
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
に
は
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
５
年
間
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
と
も
に
施
設
の
管
理

運
営
を
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問
観
光
商
工
課　

☎
内
線
２
５
２
６

　

一
般
会
計
は
、
１
４
０
億
６
千
万
円
で
、

前
年
度
に
比
較
し
、
５
・
９
％
減
額
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、
や

ま
ゆ
り
館
の
建
設
が
終
了
し
た
こ
と
や
、
将

来
負
担
と
な
る
借
金
を
考
慮
し
、
起
債
事
業

の
見
直
し
を
図
り
、
道
路
整
備
事
業
な
ど
の

平
準
化
を
図
る
こ
と
で
建
設
事
業
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
75
歳
以
上
の
方
対

象
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
広
域
連
合
に

よ
り
発
足
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
前
年
度

よ
り
13
億
４
，
４
０
０
万
円
減
額
し
て
い
ま

施政方針と予算集
特

導入施設名 指定管理者

水族館 株式会社 ＫＡＩＢＡ

生産物直売所（※）
［水族館入口］

霞ヶ浦北浦
水産加工業協同組合
かすみがうら市支部

活性化センター
生産物直売所（※）
［宍倉出張所隣］

かすみがうら市活性化
センター運営委員会

（※）は非公募により決定した施設

す
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
と
農
業
集
落
排
水

事
業
は
、
金
利
の
高
か
っ
た
と
き
の
地
方
債

の
借
換
え
を
行
い
、
金
利
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
で
将
来
の
住
民
負
担
を
下
げ
る
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

　

地
域
と
住
民
が
、
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
と
持
続
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
確

立
す
る
基
盤
づ
く
り
を
強
化
す
る
た
め
の
財

源
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

【
予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

財
政
課　

☎
内
線
１
５
７
１

今
年
度
の
収
入
と
支
出
の
特
徴

税金などの一般財源と特定財源の割合
　市の行政活動のためのお金は、市民からの税金と国か
らの地方交付税などの「一般財源」と、特定の目的に使わ
れる国や県からの補助金や地方債などの「特定財源」に分
けられます。この一般財源と特定財源の比率は約 8：2
です。また、一般財源のうち市税は49％を占めています。
　平成 20年度当初予算では、民生費の構成比がもっと
も高く、続いて総務費、土木費に多く使われているのが
分かります。
　一般財源と特定財源で比較すると、民生費は国や県か
らの補助金の割合が高く、土木費は地方債などの財源を
活用しています。また、公債費や消防費などは、ほぼ一
般財源で賄っています。

������������������������������������

民生費

総務費

土木費

公債費

教育費

衛生費

消防費

その他

市税（個人･法人市民税、
固定資産税）
その他の一般財源（地方
交付税・地方特例交付
金利子割交付金）
国・県・地方債など（国
庫補助金・県支出金・
地方債など）

有料広告欄 有料広告欄
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か
す
み
が
う
ら
市
人
事
配
置（
４
月
１
日
発
令
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
課
長
級
以
上
の
異
動
者
》

◆
部
長
級

総
務
部
長  

山
中
修
一
／
保
健
福
祉
部
長（
兼
）福
祉
事
務
所
長  

武

田
芳
樹
／
水
道
事
務
所
長  

川
島
祐
司
／
議
会
事
務
局
長  

土
渡
良

一
／
消
防
本
部
次
長  

川
原
場
正
行

◆
課
長
級

財
政
課
長  

市
ノ
澤
章
／
総
務
課
長  

吉
藤
稔
／
検
査
管
財
課
長  

石
塚
英
幸
／
税
務
課
長  

大
塚
隆
／
千
代
田
庁
舎
市
民
窓
口
課
長  

根
本
一
良
／
霞
ヶ
浦
庁
舎
市
民
窓
口
課
長  

藥
師
寺
明
／
中
央
出

張
所
長  

太
田
俊
之
／
社
会
福
祉
課
長  

竹
村
篤
／
長
寿
福
祉
課
長  

小
貫
成
一
／
子
ど
も
福
祉
課
長  

根
本
光
男
／
健
康
増
進
課
長  

山

口
勝
徑
／
農
林
水
産
課
長  

島
田
昌
男
／
観
光
商
工
課
副
参
事  

小

林
茂
樹
／
都
市
整
備
課
長  

川
尻
芳
弘
／
道
路
管
理
課
長  

木
村
正

美
／
下
水
道
課
長  

飯
田
泰
寛
／
会
計
課
長  

樽
見
建
次
／
教
育
委

員
会
副
参
事  

藤
﨑
宏
明
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長  

山
本
惠
美
／
農

業
委
員
会
事
務
局
長  

板
橋
信
雄（
４
月
９
日
付
）／
消
防
本
部
予
防

課
長  

川
又
隆
司
／
消
防
本
部
東
消
防
署
長  

藤
枝
洋
二

◆
退
職
者（
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
所
属
、
３
月
31
日
付
）

初
鳥
忠
則（
水
道
事
務
所
長
）／
瀧
ヶ
﨑
博（
消
防
本
部
次
長
）／
髙

野
英
一（
市
民
部
千
代
田
庁
舎
市
民
窓
口
課
長
）／
中
根
三
郎（
市
民

部
中
央
出
張
所
長
）／
外
塚
治（
消
防
本
部
予
防
課
副
参
事
）

退
職
者
総
数　

12
人（
内
消
防
本
部
２
人
）、
新
規
採
用
者
総
数　

８
人（
内
消
防
本
部
４
人
）

≪平成20年度市税・国保税などの納期≫
納期月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月

納期限日（口座引き落とし日） 4/30 6/2 6/30 7/31 9/1 9/30 10/31 12/1 12/25 2/2 3/2

市・県民税 1期 2期 3期 4期

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税（普徴） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介護保険料（普徴） 1期 2期 3期 4期 5期 6期

後期高齢者医療保険料（普徴） １期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
※口座振替をご利用の方は、納期限の前日までに預貯金残高をご確認ください。　　　　  （※普徴＝普通徴収）

◆口座振替制度をご利用ください
　口座振替（自動払込）は、納期限日に指定の預貯金口座から自動的に納付できる制度です。

　【 手 続 き 】 市の口座振替（自動払込）依頼書に必要事項を記入し、指定および収納代理金融機関や郵便局へ

申し込みください。口座振替（自動払込）依頼書は、市役所や出張所、指定および収納代理金融

機関、郵便局にあります。

　【必要なもの】預貯金通帳、通帳の届出印、納税通知書

問納税推進課  ☎内線 1121・1122、長寿福祉課介護保険室  ☎内線 1175・1176

戸
籍
の
ま
ど
ー
３
月
１
日
〜
31
日

　
　

  　

届
出
分(

敬
称
略)

ー

　

(

申
請
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。)

有料広告欄有料広告欄

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた方の

氏名・大字などを掲載していますが、不正使

用や目的外使用防止の観点から、ホームペー

ジ上での掲載はいたしませんのでご了承く

ださい。
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木 thu 金 fri 土 sat日 sun 月 mon 火 tue 水 wed

 1

保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　10:00～　千代田保健センター

 8
先勝

保セ  集団予防接種ポリオ　
　　　（要予約）
　　　13:00～13:20
　　　千代田保健センター

 9
友引

 2
大安

憲法記念日

 3
赤口

雪入  雪入の新緑ウオーキング
　　　　9:00～　
　　　雪入ふれあいの里公園
図書  石のスープの会の「お話会」
　　　14:00～　市立図書館

10
先負

社福  法律相談（要予約）
　  　13:00～ 働く女性の家
　  　※予約は5/1～
保セ  集団予防接種ポリオ　
　　　（要予約）
　　　13:00～13:20
　　　千代田保健センター

15
友引

保セ  めだか教室　
　　　13:00～ 霞ヶ浦保健センター
　　　（H18年4,5月生）

16
先負

保セ  家族一緒のマタニティ教室
　　9:30～ 千代田保健センター
　　　　　　　　（要予約）

17
仏滅

社福  法律相談（要予約）
　　13:00～　あじさい館
　　※予約は5/1～
保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　10:00～　千代田保健センター

22
先負

保セ  集団予防接種ポリオ　
　　　（要予約）
　　　13:00～13:20
　　　千代田保健センター

23
仏滅

雪入  園内の昆虫探し①
　　　　9:00～　
　　　雪入ふれあいの里公園

24
大安

【霞】C Dプラ･ダン･新聞

保セ  ４ヶ月児健診　
　　　13:00～ 霞ヶ浦保健センター
　　　（H20年1月生）

29
仏滅

かすみがうら市ホームページアドレス　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/

今月の納付納入期限　6 月 2 日

軽自動車税　第 1 期分

保育料 5 月分・上下水道料 5 月分

【霞】C Dペット･雑誌･古布

【霞】C Dプラ･ダン･新聞

【霞】C Dペット･雑誌･古布

【千】A プラ･ダン･新聞
　　B可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　　B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A プラ･ダン･新聞
　　B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　　B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 可燃
　　Bプラ･ダン･新聞
【霞】C D粗大ごみ

【千】A 可燃
　　B不燃･カン

【千】A 可燃
　　B 不燃･カン
【霞】C Dその他ビン

【千】A 可燃
　　B プラ･ダン･新聞
【霞】C D無色ビン

【千】A 可燃
　　B 不燃･カン
【霞】C D茶色ビン

５月 Ｍａｙ .2008　おしらせカレンダー　

  

 7       
赤口

振替休日

 6
大安

こどもの日

 5
仏滅

みどりの日
郷土  志筑の歴史講座
　　　10:00～ 千代田公民館

 4
先勝

保セ  １歳6ヶ月児相談　
　　　13:00～ 千代田保健センター
　　　（H18年10月生）
社協  心配ごと相談  13:30～
　　　※働く女性の家

14
先勝

13
赤口

保セ  集団予防接種ポリオ　
　　  （要予約）13:00～13:20
　　　霞ヶ浦保健センター
保セ  こころの相談　
　　　（要予約）13:30～
　　　霞ヶ浦保健センター
千公  読み聞かせ会
　　　16:00～　新治児童館

12
大安

郷土  古代米づくり教室
　　  （田植）
郷土  文化財の見方講座
　　　 13:30～

11
仏滅

21
友引

広聴  行政相談（予約不要）
　10:00～11:30　千代田庁舎
　13:30～15:00　働く女性の家
　10:00～15:00　あじさい館
保セ  定例健康相談（予約不要）
　　　9:00～16:00
　　　　霞ヶ浦保健センター
千公  読み聞かせ会
　　　16:00～　大塚児童館

20
先勝

保セ  集団予防接種ポリオ　
　　　（要予約）
　　　13:00～13:20
　　　霞ヶ浦保健センター

19
赤口

郷土  史跡学習会（岩坪地区）
　　　 13:00～
　　  高野工業駐車場集合

18
大安

保セ  集団予防接種ポリオ　
　　　（要予約）
　　　13:00～13:20
　　　千代田保健センター
社協  心配ごと相談  13:30～
　　　※あじさい館

28
先負

子福  育児相談
　　  （要予約）15:00～17:00
　　　※さくら保育所

27
友引

農委  農地相談（予定･要予約）
　　　9:00～11:00
　　  農業委員会総会
　　　14:00～
保セ  集団予防接種ポリオ　
　　  （要予約）13:00～13:20
　　　霞ヶ浦保健センター

26
先勝

環境  関東地方環境美化運動の日
≪行政区で実施日が異なる場
合があります≫

25
赤口

皐月

平成
20 年

【千】B 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A  B ペット･雑誌･古布
【霞】C D不燃･カン

【千】A  B ペット･雑誌･古布
【霞】C D不燃･カン

【千】A 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A 茶色ビン
　　B 可燃
【霞】D可燃

【千】A その他ビン
　　B可燃
【霞】D可燃

【千】A 無色ビン
　　B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 茶色ビン
　　B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 可燃
　　B 茶色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　　B その他ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　　B 無色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　　B 茶色ビン
【霞】　C可燃

※    県緊急医療情報システムは、以下のＨＰアドレス　
　www.qq.pref.ibaraki.jp/　でもご覧になれます。

5月　夜間緊急診療所【内科・小児科】
石岡市緊急診療所 (石岡市医師会病院内 ) ☎ 0299-23-3515
受付時間　19:00～ 22:30
診療日　　2,3,4,5,6,10,11,17,18,24,25,31日

5月　輪番制病院　（土浦･阿見地域病院群輪番制病院）
【土浦協同病院】☎029-823-3111
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　1,3,5,8,10,12,15,17,19,22,24,26,28,30日
【東京医大霞ヶ浦病院】☎029-887-1161
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　2,4,7,9,11,14,16,18,21,23,25,27,29,31日
【霞ヶ浦医療センター】☎029-822-5050
受付時間　18:00～翌8:00　　
診療日　6,13,20日

※その他の《休日・夜間診療の医療機関》をお探しの方は･･･
茨城県救急医療情報コントロールセンター　☎ 029-241-4199
市消防本部・西消防署　　　　　　☎0299-59-5111
　　　　　　東消防署　　　　　　☎029-897-0119

休
日
診
療
所

（
石
岡
地
区
）

輪
番
制
病
院

（
土
浦
地
区
）

5月　休日緊急診療所　（受付時間　9:00～ 11:30／ 13:00～ 15:30）
【外科･　3日
歯科】　 　
　4日

5日

6日

11日
18日
25日

石岡第一病院
あおば歯科医院
山王台病院
湖北歯科医院
石岡循環器科脳神経外科病院
つくば歯科医院
斉藤病院
奥山歯科
府中クリニック
石岡市医師会病院
滝田整形外科

☎0299-22-5151
☎0299-26-0992
☎0299-26-3130
☎0299-22-2279
☎0299-58-5211
☎0299-24-3737
☎0299-26-2131
☎0299-59-5125
☎0299-22-2146
☎0299-22-4321
☎0299-23-2071

【内科・小児科】　石岡市緊急診療所 (石岡市医師会病院内 )
☎ 0299-23-3515　診療日 　3,4,5,6,11,18,25日

※保健行事の詳細は健康カレンダーをご覧ください。
 　その他の各行事の詳細は、担当課へお問い合せください。

  ごみカレンダー、病院･診療所
の情報は市のホームページの
他にモバイル版（携帯電話か
ら接続）でも
ご覧いただけ
ます。モバイ
ル版ＵＲＬは
以下のアドレ
スまたはQR
コードから
http://www.city.kasumi
gaura.ibaraki.jp/mobile/

保セ  妊婦教室①　（要予約）
　　 9:30～　千代田保健センター

30
大安

【千】A 不燃･カン
　　B可燃
【霞】C D可燃

31
赤口

仏滅

※ごみの収集　＝　環境保全課
　環境クリーンセンター　☎0299-59-4649

A ＝志筑･新治･稲吉 1～5 丁目･
　　稲吉東 1～6 丁目･角来
B ＝七会･千代田ハウス～大塚団地～
 　　逆西11区周辺･稲吉南 1～3 丁目
C＝美並･佐賀･安飾地区
D ＝下大津･牛渡･志士庫地区

ごみ収集地区一覧 ごみの表記
●プラ・ダン・新聞
＝ プラスチック・
　ダンボール・新聞
●ペット・雑誌・古布
＝ ペットボトル・
　雑誌・古布

5 月 1日から 7日は憲法週間です
育てよう　一人一人の　人権意識

ー思いやりの心・かけがえのない命を大切にー

身近で起こる差別や偏見について一人一人が考え、人権
尊重の意識を高め、豊かな人間関係をつくりましょう！
【人権問題でお困りのときは、最寄りの法務局または
人権擁護委員まで　問社会福祉課　☎内線 1161】

かすみがうら市役所
　☎0299(59)2111
　☎029(897)1111
　FAX 0299(59)2130
※ 電話はどちらにおかけに
なっても庁舎間を内線電
話で転送いたします。

かすみがうら市福祉事務所
　FAX 0299(59)2186

中央出張所
　☎029(831)6399

宍倉出張所
　☎029(832)3696

あじさい館
　☎029(897)0511

やまゆり館
　☎029-832-5601

保健センター（霞ヶ浦保健センター）
※保健行事の予約はこちら
　☎029(898)2312

教育委員会（美並地区公民館）
　☎029(898)2016

水道課（浄水場）
　☎029(897)1346

保セ  ＝保健センター
千公  ＝千代田公民館
　　　☎0299(59)5252
郷土  ＝郷土資料館
　　　☎029(896)0017
雪入  ＝雪入ふれあいの里公園
　　　☎0299(59)7000
社福  ＝社会福祉課
子福  ＝子ども福祉課
図書  ＝図書館
農委  ＝農業委員会事務局
社協  ＝社会福祉協議会
　　　☎0299(59)5509
広聴  ＝広聴広報課

主な 官公署 ☎

カレンダー内の表示･☎
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日 時 内 容 場 所 対 象 予約受付

5月 9日（金）
10:00 ～ 11:30 　《広いお庭であそぼう！》

　　　　※雨天中止　
　　　　　・ 持参品…飲み物

下大津保育所

1歳～就学前児
とその保護者
《育児相談も
お受けします。》

5月 2日（金）
    午前 9時～

5月 13日（火）
10:00 ～ 11:30

わかぐり保育所
5月 7日（水）
    午前 9時～

5月 16日（金）
10:00 ～ 11:30

　《ママとちょっとだけヨガ！》
　・ 持参品…バスタオル・飲み物

勤労青少年ホーム
（35組）

5月 12日（月）
    午前 9時～

5月 21日（水）
10:00 ～ 11:30

　《広いお庭であそぼう！》
　※雨天中止　・ 持参品…飲み物

第一保育所
5月 14日（水）
    午前 9時～

　　　　　　　　新しくオープンしたやまゆり館で
　　　　　　　　のびのび楽しく遊びましょう！
また、お子さんについて気がかりなことがありまし
たらお気軽にお電話またはご来館ください。
【やまゆり館子育て支援センター】
毎週月～金曜日 9:30 ～ 11:30 ／ 14:00 ～ 16:30

やまゆり館
0歳～ 3歳児と
その保護者

予約不要 

楽しい遊びの場・仲間づくりの場・相談の場としてご利用ください。

申込＆問い合わせ先　　やまゆり館子育て支援センター　☎ 029-832-5601

������������� ����������������������

「
米
百
俵
」の
精
神

平
成
20
年
度
の
新
し
い
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
は
、
か
す
み
が
う
ら

市
が
合
併
し
て
４
年
目
で
す
。

新
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
将
来
の
財
政
健
全
化
に
向
け
、

合
併
後
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
５
・
８
％

と
い
う
緊
縮
予
算
と
し
ま
し
た
。
内
部

の
行
政
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
、
市
民
の

皆
様
に
も
ご
負
担
を
お
か
け
し
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
次
時
代
づ

く
り
の
た
め
の
子
育
て
支
援
や
教
育
の

た
め
に
手
厚
く
配
分
し
た
予
算
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

小
泉
元
首
相
が
所
信
表
明
演
説
に
引

用
し
、
改
革
の
痛
み
分
け
を
例
え
た
、

「
米
百
俵
」
の
話
は
有
名
で
す
。

　

明
治
の
初
め
、
戊
辰
戦
争
で
焦
土

と
化
し
た
長
岡
藩
の
人
々
の
生
活
は
食

う
や
食
わ
ず
の
貧ひ

ん
き
ゅ
う窮に

陥
っ
て
い
ま
し

た
。
見
か
ね
た
隣
藩
か
ら
贈
ら
れ
た
米

百
俵
の
分
配
を
巡
っ
て
、
藩
士
た
ち
の

要
求
が
続
き
ま
し
た
。
大
参
事
の
小
林

虎
三
郎
は
、
血
気
に
は
や
る
藩
士
た
ち

を
前
に
、「
国
が
興お

こ

る
も
栄
え
る
の
も
、

す
べ
て
人
に
あ
る
。
非
常
時
こ
そ
子
弟

の
教
育
が
大
事
だ
。
こ
の
百
俵
は
、
今

は
た
だ
の
百
俵
だ
が
、
将
来
は
一
万
俵

に
な
る
か
わ
か
ら
ぬ
」
と
論
し
、
学
校

づ
く
り
を
実
現
し
、
や
が
て
多
く
の
優

れ
た
人
材
を
輩
出
し
て
、
長
岡
藩
の
復

興
に
大
い
に
役
立
っ
た
話
で
す
。

　

ま
た
、
二
宮
金
次
郎
が
、
お
じ
の
家

に
あ
ず
け
ら
れ
、
夜
中
ま
で
勉
強
し
て

い
る
と
、
ラ
ン
プ
の
油
が
無
駄
に
な
る

と
叱
ら
れ
ま
す
。
や
が
て
、
友
人
か
ら

も
ら
っ
た
一
握
り
の
菜
種
を
仙
了
川
に

蒔
き
、
た
く
さ
ん
の
菜
種
を
収
穫
し
、

そ
の
油
で
勉
学
に
励
み
社
会
振
興
に
役

立
つ
偉
人
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
自

然
の
摂
理
、
恵
み
も
教
育
と
同
様
、
将

来
の
た
め
に
我
慢
を
し
、
投
資
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
き
な
成
果
を
生
む
話
で

す
。

　

現
在
の
行
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
も
共

通
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

第1回

①

5 月

◆手数料＝新規登録犬5,300円（登録および注射料）／予防注射のみ3,300円。

◆集合注射をする時の注意事項　

新規登録の方は、印鑑を持参してください。すでに犬の登録が済んでいる場合は、飼い主の方へ

集合注射に関するハガキを郵送していますので、押印し、集合注射時に持参してください。

（※病気などの理由により、注射を受けられない場合がありますので会場で相談してください。）

◆ 動物病院で予防注射を受ける場合の料金については、各病院にお問い合わせください。

5 月 12日（月）

9:30  ～ 10:00 清水公民館

10:10 ～ 10:40 逆西 11区お祭り広場

10:50 ～ 11:50 下原公民館

13:00 ～ 15:00 働く女性の家駐車場

5月 13日（火）

9:30  ～ 10:30 下稲吉公民館

10:40 ～ 11:10 東京製綱千代田アパート

11:20 ～ 11:50 千代田ハウス売店前

13:00 ～ 14:00 大塚団地公民館

5月 14日（水）

9:30  ～  9:50 小池火の見下

10:00 ～ 10:20 上佐谷農村集落センター

10:30 ～ 10:50 中根商店前火の見下

11:00 ～ 11:30 下佐谷農村集落センター

13:20 ～ 13:50 中佐谷生活改善センター

14:00 ～ 15:00 上稲吉農村集落センター

5月 15日（木）

9:30  ～  9:50 横堀農村集落センター

10:00 ～ 10:20 上志筑公民館

10:30 ～ 11:00 中志筑農村集落センター

11:10 ～ 11:30 高倉公民館

11:40 ～ 12:00 粟田公民館

13:20 ～ 13:50 下志筑公民館

14:00 ～ 14:20 幕ノ内生活改善センター

5月 16日（金）

9:30  ～  9:50 新治生活改善センター

10:00 ～ 10:20 中郷谷農村集落センター

10:30 ～ 11:00 東野寺農村集落センター

11:10 ～ 11:40 新治小学校

13:00 ～ 13:30 市川田園都市センター

13:45 ～ 14:30 上土田観音寺

14:40 ～ 15:10 市役所千代田庁舎

5月 19日（月）

9:30  ～ 10:30 旧ＪＡ下大津支店倉庫前

10:45 ～ 11:45 牛渡地区公民館

13:00 ～ 13:30 房中農協集荷所

13:40 ～ 14:30 坂有河集落センター

5月 20日（火）

9:30  ～ 10:00 根本前原公民館

10:10 ～ 11:00 環境改善センター駐車場

11:15 ～ 11:50 岩坪集落センター

13:00 ～ 13:45 旧ＪＡ安飾支店倉庫前

14:00 ～ 14:30 柏崎コミュニティセンター

5月 21日（水）

9:30  ～ 10:10 市役所霞ヶ浦庁舎

10:20 ～ 11:00 霞ヶ浦保健センター

11:15 ～ 11:45 深谷公民館

13:00 ～ 13:30 志士庫第二公民館（西成井）

13:40 ～ 14:30 志士庫第一公民館

5月 22日（木）

9:30  ～ 10:10 鹿ノ山公民館

10:30 ～ 11:30 新生集落ふるさとコミュニティセンター

13:00 ～ 14:00 霞ヶ浦保健センター

※ 犬の死亡や所有者・所在地の変更などがあった場合にも手
続きが必要です。
問環境保全課　☎内線2513・2515

市
長
随
想

市
長
随
想

Ｑ最近犬を飼いはじめました。
市で手続きが必要なもの

　　 はありますか？

A犬の登録と
 年に 1度狂犬病予防注射を  

　　  受ける必要があります。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
役
所
各
課
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の

質
問
や
提
言
に
対
し
て
法
律
や
市
の
制
度
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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飼い主へのモラルを問う

疑問・苦情などの声が市

に多く寄せられています。

責任を持った飼育は動物

のみならず周囲の方との

信頼関係につながります。

周囲の人に迷惑をかけず、

楽しくペットと暮らしま

しょう。

～マナーを守ろう～
❶放し飼いをしない
❷終生責任を持つ
❸ 身元証明（犬鑑札な
ど）をつける
❹排泄物を処理する
❺ 正しいしつけをす
る
❻ 飼い主不明の犬や
猫への無責任に餌
を与えない

平成20年度飼い犬登録と狂犬病予防集合注射の日程
「
犬
の
集
合
予
防
注
射
」

支
援
セ
ン
タ
ー

坪井透市長
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新刊図書案内KSC エンジョイスポーツクラブ
　申 問高田　☎ 090-2420-7846

1エンジョイスポーツデー
　11 日【日】9：00 ～ 12：00
　体育センター
2卓球・バドミントンを楽しもう！
　4日【日】、11 日【日】
　13：30 ～ 15：30　体育センター
3ソフトバレーボール教室
　毎週火曜日
　20：00 ～ 22：00　体育センター
4グラウンドゴルフ体験
　毎週火曜日
　9：00 ～ 11：30　あじさい館コミュニティ広場
5弓道体験
　毎週木曜日 13：30 ～ 17：00
　17：00 ～ 19：00（要事前申込）
　多目的運動広場弓道場
6リフレッシュ体操教室
　9日【金】、23 日【金】14：00 ～ 15：00
　あじさい館（講座室）

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

KSC なかよしスポーツクラブ
　申 問大和　☎ 090-2417-8502

1スポーツ広場（バドミントン・ピンポンなど）
　11 日【日】9：00 ～ 12：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
2なかよし硬式テニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 11：00
　第 1常陸野公園テニスコート
3バドミントン＆ラケットテニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 12：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
4なかよしピンポン＆ラケットテニス体験
　毎週土曜日 12：30 ～ 17：00
　毎週木曜日 19：00 ～ 22：00（ピンポンのみ）
　千代田B＆ G海洋センター体育館
5なかよし太極拳体験
　毎週水曜日 19：30 ～ 21：00
　プルミエールひたち野 2号館
6ファミリーフットサル（小学生以下とその保護者）
　毎週日曜日 15：00 ～ 18：00
　わかぐり運動公園（スパイクシューズ使用不可）
7健康体操
　9日【金】19：00 ～ 21：00
　23 日【金】10：00 ～ 12：00　　働く女性の家
8よさこいダイエット！
　19 日【月】19：30 ～ 20：30
　勤労青少年ホーム
9ウオーキング
　18 日【日】9：00 集合　砂沼湖一周（昼食持参）

5月

ー参加費ー
（保険料含）
各日200円
中学生以下100円
●会員無料 ※都合により日程

が変更になる場
合があります

体育協会からのお知らせ
（スポーツ振興課）

第4回かすみがうら市民ゴルフ大会を開催

◆日　時　5月 20日（火）
◆場　所　セゴビアゴルフクラブ　イン　チヨダ
◆参加申込金 3,500 円／プレー費概算 9,000 円
◆ 申込方法　5月 2日（金）までに、市内郵便局（七
会・新治・志筑・下稲吉・出島・田伏・志士庫・
安飾・牛渡）にある専用振込用紙にて申し込み
ください。

問市ゴルフ連盟会長  萩原  ☎ 0299-59-4567

軟式野球チームを連盟に登録し、

連盟主催の大会に出場してみませんか

　市長杯（昼間・夜間）や連盟杯（昼間）、体育
協会長杯（昼間）などの大会があります。
◆連盟登録料 10,000 円／大会参加費 3,000 円
問市軟式野球連盟会長  井坂  ☎ 029-831-0637

第3回かすみがうら市
近隣市町村ソフトバレーボール大会
〔3月 2日　体育センター〕
成績：【20歳以上の部】㊝弓馬田ソバクラブ（坂　
　　 東市）②シャベリンクラッシャーズ（かすみ
がうら市）③軟式排球一課（かすみがうら市）
【40 歳以上の部】㊝ラビット（つくばみらい
市）② DOL ☆ PHIN（取手市）③龍和クラブ
（龍ヶ崎市）【50 歳以上の部 Aブロック】㊝
TMC伊奈（つくばみらい市）②結城SVC（結
城市）③龍和クラブ（龍ヶ崎市）【50歳以上の
部Bブロック】㊝あじさい（取手市）②アップ
ルズ（かすみがうら市）③水曜会（かすみがう

ら市）

第3回かすみがうら市サッカー大会一般の部
〔2月 17日～ 3月 2日　戸沢公園運動広場〕
成績：㊝千代田 FC②エスカラーダ③ Liberta

（㊝･･･優勝、②･･･準優勝、③･･･第 3位）

●
住
民
票
や
戸
籍
証
明
書
の
取
得

　

他
人
の
住
民
票
や
戸
籍
の
証
明
書
を
取
得

す
る
際
に
上
記
の
よ
う
な
書
類
で
本
人
確
認

を
し
ま
す
。
代
理
人
の
場
合
は
、
さ
ら
に
委

任
状
な
ど
の
書
面
を
確
認
し
ま
す
。
郵
送
で

請
求
す
る
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し

を
同
封
し
、
返
送
先
は
現
住
所
と
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
以
外
の
方

が
戸
籍
証
明
書
を
取
得
す
る
際
に
、
戸
籍
が

必
要
な
正
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
請
求
書

に
記
載
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
正
当
な
理
由
と
は
、
自
分
の
権
利
を
行
使

し
た
り
、
自
分
の
義
務
を
履
行
し
た
り
す
る

た
め
に
戸
籍
の
証
明
書
が
必
要
な
場
合
や
、

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
手
続
き
に
戸
籍

の
証
明
書
が
必
要
な
場
合
な
ど
で
す
。】　

●
住
民
票
の
異
動
や
戸
籍
の
届
出

　

住
所
を
異
動
す
る
際
や
、
結
婚
、
離
婚
、

養
子
縁
組
、
養
子
離
縁
、
認
知
の
届
出
を
す

る
際
、
必
ず
戸
籍
の
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の

本
人
確
認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
縁
組
な
ど

の
ご
本
人
で
あ
る
と
確
認
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
縁
組
な
ど
の
届
出
が
受
理
さ
れ

た
こ
と
を
ご
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

住
民
票
と
戸
籍
証
明
書
の
取
得
や
届
出
に

「
本
人
確
認
」が
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す

【一般書】「こうふくみどりの」「マイ・ベクトル　

夢をあきらめないで」「雪とパイナップル」「メモリ

ー・キーパーの娘」「お誕生会のお菓子 12か月」「食

料植民地ニッポン」「ビックツリー」ほか

【児童書】「タンポポのわたげ」「六つの魔法のおは

なし」「タトゥとパトゥのへんてこマシン」「心配め

がねの物語」「Ｃ
チ ェ ラ ブ

ＨＥＲＵＢ」ほか

母と旅した 900 日（王
わん

一
いーみん

民）
旅行など一度もしたことのない
母の夢は、この世を思いっきり
見てから死ぬこと。息子は手持
ちのわずかなお金で母を乗せる
リヤカーを作り、中国最北端か
らチベットをめざし旅立つ･･･。
この世で最後の母と息子の旅。

≪市立図書館千代田分館≫≪市立図書館本館≫

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　毎週月 (月が祝日の場合は、その翌日 ) 

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　   毎週月、祝日、毎月末日（末日が土日の

場合は金、月が祝日の場合は、その翌日）

【一般書】「短歌の友人」「なげださない」「乳と卵」「夜

を守る」「福袋」「私の男」「流星の絆」｢病気になら

ない１５の食習慣 ｣｢ 羊の目 ｣｢ 魔界の塔 ｣｢ 二人の銀

河鉄道 ｣｢ 夜を守る ｣｢ 魔王 ｣ほか

【児童書】「スイカぼうず」「時（とき）の森～屋久島」

「こども論語塾」「きせつの行事あそび」「きせつの行

事りょうり」「ホタルの川」ほか

ランダムハウス講談社（刊）

●
大
切
な
情
報
を
守
る
た
め
に
法
律
を
改
正

　

最
近
、
他
人
が
勝
手
に
う
そ
の
届
出
を
し
て
、

住
民
票
や
戸
籍
に
真
実
で
な
い
記
載
が
さ
れ
た

り
、
不
正
に
他
人
の
住
民
票
や
戸
籍
証
明
書
を

取
得
す
る
な
ど
の
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
異

動
の
届
出
の
時
の
本
人
確
認
と
、
証
明
書
を
取

得
す
る
時
の
要
件
や
手
続
き
を
厳
し
く
す
る
こ

と
な
ど
を
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
し
、
私
た
ち
の

個
人
情
報
の
真
実
性
と
そ
の
情
報
を
保
護
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問千代田庁舎
　市民窓口課
　内線 1134

生年月日

氏　　名

住　　所

連絡先

住民基本台帳カード

写真

写真付き住民基本
台帳カード

氏名　かすみがうら太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日生

本籍　

住所　かすみがうら市上土田 461

交付　平成 20年○月○日　○○○○○

運 

転 

免 

許 

証
種　

類

普
通

番号　第　○○○○○○○○○○○○○○号
ニ・小・原　平成○○年○○月○○日
 他　  平成○○年○○月○○日
ニ種　平成○○年○○月○○日

平成○○年○○月○○日まで有効

優良

写真

運転免許証

パスポート その他写真付の身分証書

本人確認を証明する書類の例

※写真付の身分証明書がない場合は、2種類の証明書を組み合
わせて本人を確認することができます。［健康保険証、年金手帳・
年金証書、印鑑登録証明書など］

越境者松田優作（松田美智子）
彼は、本当に「ブラック・レイ
ン」で燃え尽きたのか？おいた
ち、スターへの道、闘病そして
死･･･。没後20年の節目を機に、
元妻にしてノンフィクション作
家の著者が、伝説の俳優の真実
を描き出す。 新潮社（刊）

（バドミントン・
　ピンポンなど）
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教育委員会 学校だより
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現在のデータ

志士庫地区内の広
い範囲で大字とし
て使用されている。

ふ
る
さ
と
の
地
名
編

広報誌持参の方は資料館入館無料！！郷土資 料館

わ
が
家
に
も
大
き
月
照
り
て
ゐ
た
り
け
り
夫つ

ま
の
介
護
を
終
へ
て
帰
り
来く 

宮
本
和
子 （
中
佐
谷
）

「
お
祝
い
よ
」中
に
メ
モ
あ
る
小
包
は
伯お

ば母
の
心
に
想
い
は
深
し 

橋
本
と
し（
粟

田
）

五
十
年
夫つ

ま
運
転
の
自
家
用
車
無
事
故
に
終
り
家
族
で
祝
う 

畑
百
合
子（
上
佐
谷
）

開
店
の
祝
い
の
花
輪
あ
ま
た
な
る
パ
チ
ン
コ
店
は
開
店
何
度
目 

鳥

海

力 （
下
稲
吉
）

春
を
待
ち
霜し

も
げ
る
草
を
吹
き
分
け
て
季き

の
移
り
の
に
ほ
ふ
風
吹
く 

小
室
和
則 （
西
成
井
）

結
婚
式
無
事
に
終
れ
ど
一
人
娘
を
手
ば
な
す
息
子
に
休
肝
日
す
す
め
る 

飯
島
ヒ
ロ
エ （
三
ツ
木
）

健
や
か
に
せ
め
て
十
年
永
ら
へ
た
き
希ね

が
ひ
も
ゆ
ら
ぐ
風
邪
に
こ
も
り
て 

小
貫
弘
子 （
牛

渡
）

昨ゆ
う
べ夜
の
雨
し
づ
か
に
止
み
て
す
が
す
が
し
光
湛た

た
え
る
水
仙
の
花 

前

嶋

武 （
上
土
田
）

短
歌

俳
句

空
也
上
人
の
鹿
の
埋
葬
伝
説

　

石
岡
市
井
関
と
隣
接
す
る
地
域
に

「
宍
倉
」が
あ
り
ま
す
。「
宍
倉
」が
史

料
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
和
歌

山
県
の
熊
野
神
社
に
係
わ
る
文
書
の

中
に
平
仮
名
表
記
で「
し
し
く
ら
」と

あ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

文
書
で
は
、「
し
し
く
ら
」に
熊
野
神

信
仰
者
が
存
在
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
お
り
、
現
在
で
も
宍
倉
字
荻お

ぎ
だ
い
ら平

に
は
熊
野
神
社
が
所
在
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
宍
倉
は
江
戸
時
代
に
は

「
完
倉
」と
記
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、

こ
れ
は
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

す
が
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
史
料
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
単
に「
し

し
く
ら
」を
当
て
字
で
も
っ
て
表
現

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
地
域
を
宍
倉

と
呼
び
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
に
は
一
つ
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

時
は
平
安
時
代
、
民
間
へ
浄
土
教
を

布
教
し
て
い
た
空
也
上
人
が
諸
国
遍

歴
の
際
に
こ
の
地
に
差
し
掛
か
り
ま

し
た
。
長
旅
の
せ
い
も
あ
り
、
共

に
遍
歴
し
て
い
た
愛
鹿
が
疲
れ
果
て

こ
の
地
で
倒
れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
空
也
上
人
は
、
こ
の
鹿
の
死
を

非
常
に
哀
れ
ん
で
、
そ
の
鞍く

ら

を
は
ず

し
て
傍
ら
に
あ
っ
た
松
の
横
枝
に
掛

け
て
、
そ
の
根
本
に
鹿
を
ね
ん
ご
ろ

に
埋
葬
し
塚
を
造
っ
て
供
養
を
し
た

と
い
い
ま
す
。「
鹿
」は「
し
し
」と
も

い
い
、
こ
の「
鹿
を
蔵ぞ

う

し
た（
埋
葬
し

た
）」と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域

を「
鹿し

し
く
ら蔵
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

さ
れ
ま
す
。

宍
�
�
�
�倉

朝
桜
水
の
綾
な
す
川
平
ら 

飯
沼
礼
子 （
上
土
田
）

君く
ん
し子
蘭ら
ん
堂
々
と
し
て
濃
か
り
け
り 

鳥

海

力 （
下
稲
吉
）

花
の
昼
園
児
の
列
の
伸
び
縮
み 

桜
井
愛
子 （
中
志
筑
）

城
跡
に
二
つ
の
櫓

や
ぐ
ら桜

咲
く 

大
塚
隼
人 （
新　

治
）

降
り
足
り
て
光
の
通
る
牡ぼ
た
ん丹
の
芽 

車
田
き
み （
大
和
田
）

眼ま
な
う
ら

裏
に
児こ

ら
巣
立
つ
日
の
さ
く
ら
草 

小
松
崎
正
栄 （
戸　

崎
）

人
送
り
人
迎
え
た
る
花
の
門 

福
田
宏
通 （
御　

殿
）

野
良
猫
に
盗と

ら
れ
し
軒
や
四
月
馬
鹿 

松
葉
ふ
み （
内
加
茂
）

今
朝
の
雪
ユ
ト
リ
ロ
の
ふ
と
横
切
り
な
り 

渡
辺
静
江 （
稲
吉
東
）

鞍掛けの松跡（馬場）に
建つ宍倉を題材にした歌碑

　

市
内
17
の
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
児

童
生
徒
が
楽
し
く
生
き
生
き
と
し
た
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

が
児
童
生
徒
や
地
域
の
実
態
を
生
か
し
な

が
ら
、
次
の
５
点
を
中
核
に
創
意
を
生
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

�
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

教
育
の
推
進

　

学
力
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
知
識
や

技
能
だ
け
で
な
く
、学
習
意
欲
や
思
考
力
・

判
断
力
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る「
生
き
る
力
」

の
育
成
が
最
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
に

立
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

・ 

読
書
の
時
間
の
十
分
な
確
保
。

・ 
図
書
館
司
書
配
置
（
中
学
校
を
拠
点
）

に
よ
る
、
読
書
や
調
べ
学
習
の
一
層
の

充
実

・ 

習
熟
度
別
指
導
や
複
数
教
師
に
よ
る
協

力
授
業
な
ど
の
多
様
な
指
導
方
法

・ 

地
域
人
材
の
積
極
的
活
用

・ 

体
験
活
動
な
ど
に
よ
る
実
感
を
伴
っ
た

学
習�

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

教
育
の
推
進

　

す
べ
て
の
学
校
教
育
活
動
を
通
し
て
、

豊
か
な
将
来
へ
の
夢
を
育
む
た
め
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

・ 

道
徳
の
時
間
に
お
け
る
重
点
指
導
項
目

の
指
導

・ 

児
童
生
徒
と
教
師
、
児
童
生
徒
相
互
の

好
ま
し
い
人
間
関
係
づ
く
り

・ 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
の
規
範
意
識
の
向
上

・ 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
活
用

し
た
教
育
相
談
の
充
実

�
健
康
や
体
力
を
は
ぐ
く
む

教
育
の
推
進

　

明
る
く
豊
か
で
活
力
の
あ
る
生
活
を
営

む
態
度
の
育
成
を
目
指
し
、
健
康
の
保
持

増
進
の
基
礎
を
培
う
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

・ 

食
の
教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実

・ 

外
部
講
師
の
活
用
に
よ
る
運
動
技
能
の

向
上

・ 

自
己
管
理
能
力
を
高
め
る
健
康
教
育

・ 

体
力
向
上
の
た
め
の
運
動
量
確
保

４
自
立
を
め
ざ
す

特
別
支
援
教
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限

に
伸
長
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

・ 

特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

関
係
機
関
と
の
連
携

・ 

学
校
介
助
員
の
配
置
に
よ
る
支
援

・ 
専
門
職
員
に
よ
る
就
学
相
談
の
充
実

�
学
校
生
活
に
お
け
る

安
全
確
保

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
が
最
重
要
課
題

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
交
通
事
故

や
不
審
者
に
よ
る
事
故
の
未
然
防
止
の
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

・ 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

・ 

交
通
安
全
教
室
な
ど
に
よ
る
定
期
的
な

交
通
指
導

信頼 と 活力 に満ちた
学校づくり

～子どもたちが生き生きとした
学校生活を送るために～

問かすみがうら市教育委員会
　学校教育課　内線☎2400

不登校などの問題行動に
関する相談 教育支援センター ☎０２９９－５９－１２３０

いじめなどに関する相談 いじめホットライン ☎０２９－８９７－０９９６

就学に関する相談 学校教育課 ☎０２９－８９８－２０１６

　　　■相談機関にご相談ください
教育委員会では、学校と保護者・地域がともに手をとりながら
児童生徒の健全な成長を見守るために、相談機関を設置しています。

★
平
成
20
年
度
は
、
市
内
の
地
名
の
由
来
・
い
わ
れ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
★

（
し
し
具く

羅ら

能の

里さ
と

乃の

ふ
る
起き

こ
と
尋た
ず

禰ね

て
）

浅あ
そ

う
し
て
春す

め
流る

野の

井い

阿あ

里り

村む
ら

し
くぐ

礼れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徐じ
ょ　

全せ
ん
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霞ヶ浦・北浦流域をきれいに！

今
年
は
歩
崎
公
園
周
辺
の
湖
岸
を
清
掃

　

第
69
回
目
と
な
る
『
霞
ヶ
浦
・
北
浦
地

域
清
掃
大
作
戦
』
が
、
拠
点
地
区
会
場
で

あ
る
歩
崎
公
園
周
辺
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
域
住
民
へ
の
霞
ヶ
浦

の
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
目
的

と
し
て
、
霞
ヶ
浦
流
域
の
市
町
村
や
霞
ヶ

浦
問
題
協
議
会
な
ど
の
団
体
が
地
域
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
清
掃
す
る
も
の
。当
日
は
、

市
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
佐
賀
小

児
童
と
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
約
４
０
０

人
が
参
加
し
、
約
１
時
間
歩
崎
公
園
周
辺

の
湖
岸
を
中
心
に
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
歩
崎
公
園
付
近
の
清
掃
を
終

え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
と
な
っ
て
い
る
霞
ヶ
浦
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清
掃
で
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3月 2日

霞ヶ浦湖岸のゴミ拾いをする参加者

「あなたにもできます津軽三味線講座」を修了

10
回
の
講
座
で
４
曲
を
習
得

　

市
で
は
、
働
く
女
性
の
家
で
昨
年
の
11

月
か
ら
マ
ナ
ビ
ィ
か
す
み
が
う
ら
の
定
期

講
座
と
し
て
、
初
心
者
向
け
の
津
軽
三
味

線
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
喜き

こ
う
か
い

幸
会
会
主
で
井
坂
流
津
軽

三
味
線
家
元
の
井
坂
斗と

し
ゆ
き

絲
幸
先
生（
阿
見

町
）。
三
味
線
職
人
で
も
あ
る
先
生
か
ら

三
味
線
の
貸
し
出
し
を
受
け
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
９
人
の
受
講
生
が
全
講
座
を

や
り
遂
げ
ま
し
た
。
10
回
目
の
最
後
の
講

座
で
は
、集
ま
っ
た
家
族
や
知
人
を
前
に
、

津
軽
甚
句
な
ど
覚
え
た
４
曲
の
民
謡
を
披

露
し
、
観
客
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
ひ
と
り
齋
藤
美
代
子
さ
ん

は
、「
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
聞
こ
え
る
津
軽

三
味
線
の
音
に
惹ひ

か
れ
、
数
年
前
か
ら
自

分
で
も
弾
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
自
分
が
三
味
線
の
音
を
出
し
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
す
。」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

3月 23日

観客を前に練習の成果を披露する受講生

市内13の小学校で卒業式

各
校
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
出

　

市
内
の
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
４
０
９
人
の
児
童
が
学
び
の
校
舎
を

卒
業
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
卒
業
生
が
卒
業
証
書
の
授
与

を
受
け
る
姿
を
同
時
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
な
ど
趣

向
を
凝
ら
す
学
校
が
増
え
、
保
護
者
か
ら

も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
七
会
小
で
は
一

年
生
か
ら
の
成
長
を
、
卒
業
生
が
退
場
す

る
体
育
館
出
口
に
映
し
出
し
、
深
く
心
に

残
る
卒
業
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
卒
業
式
で
流
れ
る
曲

と
し
て
、
埼
玉
県
の
校
長
と
音
楽
教
師
が

作
詞
作
曲
し
た「
旅
立
ち
の
日
に
」が
、
卒

業
式
の
定
番
ソ
ン
グ
に
な
っ
て
い
て
、
市

内
で
も
11
の
小
中
学
校
で
合
唱
さ
れ
た
り

会
場
で
流
さ
れ
、
式
に
感
動
を
与
え
ま
し

た
。

3月 19日

教師に見送られ学びの校舎を巣立つ卒業生（七会小）

色香

音

TOWNS TOPICS

区　分
使用料

9:30
～ 12:30

12:30
～ 17:00

17:00
～ 21:00

9:30
～21:00

会議室 (1) 1,000 円 1,300 円 1,200 円 3,500円
会議室 (2) 1,000 円 1,300 円 1,200 円 3,500円
会議室 (1)(2) 2,000 円 2,600 円 2,400 円 7,000円

使用料
9:30 ～ 12:30 12:30 ～ 17:00 17:00 ～ 21:00 9:30 ～ 21:00

500 円 700 円 600 円 1,800 円

区　分 使用料（1人につき）
1日 1月（注）

身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳
療育手帳を有する者 無料 無料

市内在住者または在勤者 200円 1,000 円
上記以外の者 500円 2,000 円

区　分 使用料（1人につき）
1日

市内在住者または在勤者 100円
上記以外の者 200円
健康づくりコーナー　または
 　　子育てルームの利用者 無料

区　分 使用料（乳幼児 1人につき）
1日 1月（注）

市内に住所がある 3歳児以下の乳幼児と
保護者など 100円 200 円

市外の 3歳児以下の乳幼児と保護者など 200円 400 円
相談のみを目的とした入館 無料

【健康づくりコーナー】※室内用運動靴をご持参ください。

【足湯コーナー】※タオルをご持参ください。

【子育てルーム（キッズコーナー・談話コーナー・子育てコーナー・授乳室）】

【相談室】

【会議室】

（注）1月の単位は、使用開始の日から1カ月を経過する日までです。
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3月 31日

開館時間と各コーナーの使用料

　同館では、下表のとおり各部屋で使用料がかかりますが、オープンしたての施設
を多くの方に知っていただき利用していただくため、6月30日まで、全館無料開
放しています。ぜひご来館ください。（見学希望者には、職員が館内をご案内します。）

健康づくりコーナー

足湯コーナー

乳幼児用トイレ

子育てルーム

地域福祉センター

　　　　　　 月曜日～土曜日（祝祭日休館）9:30～21:00
　開館時間　　子育てルーム＝月曜日～金曜日（祝祭日休館）
　　　　　　　 9:30～11:30、14:00～16:30

安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
施
設
誕
生

　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
ゆ
り
館

（
下
稲
吉
）の
竣
工
式
が
３
月
31
日
に

行
わ
れ
、
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
ま
し
た
。

　

同
館
に
は
、
こ
れ
ま
で
第
一
保
育

所
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
実
施
さ

れ
て
い
た
０
歳
児
対
象
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
移
行
。
職
員
が
見
守

る
中
、
子
育
て
ル
ー
ム
は
い
つ
も
伸

び
伸
び
と
遊
ぶ
子
供
た
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

ま
た
、
最
新
の「
ジ
ム
機
器
」や
近

隣
市
町
村
の
公
共
施
設
で
は
珍
し
い

「
足
湯
」で
、
利
用
者
は
和
気
あ
い
あ

い
話
を
し
な
が
ら
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　

 

利
用
者
�
声

◆「
天
井
が
高
く
圧
迫
感
が
な
く
て

い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
床
暖
房
な
の

で
薄
着
で
過
ご
せ
る
の
も
嬉
し
い
で

す
。」【
坂
本
啓
恵
さ
ん
】

◆「
花
粉
の
飛
ぶ
時
期
に
、
健
康
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
で
体
を
動
か
せ
る
の

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。」【
堺

鈴
代
さ
ん
】

◆「
き
れ
い
な
施
設
と
ジ
ム
機
器
で

安
心
し
て
楽
し
み
な
が
ら
健
康
管
理

が
出
来
ま
す
。」【
佐
々
木
憲
子
さ
ん
】

◆「
家
か
ら
散
歩
を
兼
ね
て
来
て
い

ま
す
。
足
湯
は
血
流
が
良
く
な
り
、

足
の
調
子
も
良
く
な
り
ま
す
。」【
永

澤
秋
夫
さ
ん
】

やまゆり館 竣工式
6月30日まで無料開放中！
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★ EVENTS NEWS ★

かすみがうら市の人口と世帯
平成20年4月1日現在

（ ）内は、前年の4月1日比
 人口　44,785人　　（－182）
 男 　22,665人　　（－105）
 女 　22,120人　　（   － 77）
 世帯　15,431世帯　（　 143）

投稿投稿

広報誌は環境にやさしい大豆
油インキを使用しています。

「広報かすみがうら」は、ホームページで掲載しているほか、市内の
公共施設、コンビニや金融機関などにも設置しています。（一部のコ
ンビニには設置されていませんのでご理解をお願いします。）

こども環境フェスティバル2008
　　　こどもたちの未来のために
　　　広げよう水質浄化の輪

　　　　　 霞ヶ浦や環境問題について楽しみなが

ら学べる催しを盛りだくさん用意して

います。

◆日時　5月5日（月曜祝日）9時半～午後3時
◆場所　県霞ヶ浦環境科学センター
　　　　（土浦市沖宿町 1853）

◆対象　どなたでも参加できます。
問霞ヶ浦環境科学センター

　企画・交流課　☎ 029-828-0961
　HP  http://www.kasumigaura.pref.ibaraki.jp

霞ヶ浦ウルトラクイズ おもしろ科学教室

外来魚試食コーナー各種体験教室

入場
無料

5/5
（月祝）

ゴールデンウィーク 特別イベント

琴のしらべと野だての集い　
　　　　　　 資料館の中庭で抹茶はいかが

　　　　　　ゴールデンウィークは家族で歩崎へ！

5/3（土）
～

5/6（火）

◆日時　5月3日（土）～5月6日（火）
　　　　午前10時～午後3時

　　　　※琴のしらべと野だては雨天中止

　　　　【資料館への入館は9:00～16:30まで可】

◆場所　郷土資料館
◆内容　・琴のしらべ
　　　　・野だて（抹茶をご用意）

　　　　・ 館内クイズラリー

　　　　　（全問正解者にプレゼント用意）

◆料金　抹茶無料
　（入館料金）
　一般　　 210 円

　小中学生 100円

問郷土資料館

　☎ 029-896-0017

このコーナーでは、皆さんのご自慢の趣味や
家族・ペットなどの写真を紹介いたします。
たくさんのご応募お待ちしています。
【応募方法】
「かすみがうら市役所 広聴広報課 投稿コーナー」
へ郵送またはメールください。
下欄の住所またはE-mail アドレスを参照。

【注意事項】
※スペースの都合で掲載を先送りさせていただくことがあります。
※写真の内容によっては掲載を控えさせていただく場合があります。

ご応募
お待ちしています！

4/29
（火）～

郷土資料館企画展

『柏崎窯
かま

跡群Ⅱ  －古代茨城郡の地場産業－』

　　　　 　かすみがうら市柏崎は、須恵器や瓦
などを生産した古代の一大コンビナート
でした。その背景には、常陸国府が密接
に関係しており、今回は出土遺物などか
ら、その関係を紹介します。

◆日　程　4月29日（火）～7月6日（日）
◆場　所　郷土資料館（月曜休館、祝日の場合は翌日）
◆入館料　一般 210円、小中学生 100円
問郷土資料館　☎ 029-896-0017


